
ｓ
ｈ 

                             

                              

                              

真
珠
の
街 

神
戸 

 

「
パ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
」
。
神
戸
北
野

に
真
珠
業
者
が
多
数
集
ま
っ
て
き
た
こ
と

か
ら
そ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

明
治
二
十
六
年
、
御
木
本
幸
吉
が
伊
勢

で
半
円
真
珠
の
養
殖
に
成
功
し
て
か
ら
研

究
が
重
ね
ら
れ
、
明
治
四
十
年
に
は
真
円

真
珠
の
養
殖
に
西
川
藤
吉
・
貝
瀬
辰
平
・

御
木
本
幸
吉
が
成
功
し
ま
す
。
日
本
は
世

界
の
養
殖
真
珠
の
一
大
生
産
地
と
な
り
、

養
殖
場
は
伊
勢
志
摩
か
ら
四
国
・
九
州
へ

と
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

産
み
出
さ
れ
た
真
珠
は
各
地
か
ら
神
戸

へ
と
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
産
地
か
ら
行

き
来
し
や
す
く
、
国
際
的
な
貿
易
港
が
あ

り
、
外
国
の
商
館
が
多
く
て
取
引
に
便
利

で
あ
っ
た
た
め
で
す
。
そ
し
て
六
甲
山
を

背
に
、
真
珠
の
選
別
に
適
し
た
柔
ら
か
な

北
光
線
を
安
定
し
て
得
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
、
北
野
界
隈
に
真
珠
の
加
工
業
者
も

集
ま
っ
て
き
た
の
で
す
。 

東
遊
園
地
近
く
の
日
本
真
珠
会
館
に
神

戸
パ
ー
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
『
神
戸
真
珠
物
語
』
（
ジ
ュ
ン
ク

堂
書
店
）
に
は
、
真
珠
に
携
わ
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
人
の
思
い
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。 

真
珠
は
神
戸
の
港
を
中
継
地
と
し
て
、

世
界
へ
と
運
ば
れ
て
い
き
ま
す
。 

日本真珠会館（中央区東町） 

ＫＯＢＥの本棚 
      －神戸ふるさと文庫だより－ 
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み

き

も

と

こ

う

き

ち 



－新しく入った本－ 

い
な
が
き
た
る
ほ

か

お

き
っ
こ
う

た
た
ず

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
・
三
宮
物
語
―
三
宮
復
興
の
軌

跡
と
明
日
へ
の
飛
翔
（
『
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
・
三

宮
物
語
』
編
纂
委
員
会
） 

本
書
は
、
敗
戦
の
翌
年
に
誕
生
し
た

三
宮
セ
ン
タ
ー
街
の
七
十
周
年
の
節
目

に
、
地
元
関
係
者
で
結
成
す
る
「
Ｋ
Ｏ

Ｂ
Ｅ
三
宮
・
ひ
と
街
創
り
協
議
会
」
に

よ
り
刊
行
さ
れ
た
。 

戦
後
の
焼
け
跡
か
ら
復
興
し
た
三
宮

が
、
地
下
街
の
完
成
や
ポ
ー
ト
ピ
ア
'81

開
催
と
い
っ
た
輝
か
し
い
時
代
を
経
て
、

震
災
か
ら
の
再
建
な
ど
、
幾
度
も
の
困

難
を
乗
り
越
え
て
き
た
軌
跡
が
豊
富
な

写
真
と
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

最
終
章
で
は
、
協
議
会
メ
ン
バ
ー
で

あ
る
「
街
衆
」
ら
に
よ
る
近
年
の
取
組

み
や
、
神
戸
市
が
計
画
す
る
「
再
整
備

基
本
構
想
」
に
も
触
れ
、
三
宮
の
さ
ら

な
る
発
展
を
予
感
さ
せ
る
。 

           

BEAMS EYE 
on 

KOBE

―
ビ
ー
ム
ス
の
神
戸
。

（
ビ
ー
ム
ス
） 

セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
「
ビ
ー
ム
ス
」

が
、
神
戸
の
町
を
隅
々
ま
で
見
て
歩
き
、

厳
選
し
た
情
報
を
も
と
に
、
神
戸
の
魅

力
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
カ
テ

ゴ
リ
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
、
食
、
文

化
、
暮
ら
し
ま
で
幅
広
い
。 

シ
ッ
ク
な
色
合
の
写
真
に
、
趣
の
あ

る
文
章
が
添
え
ら
れ
、
読
ん
で
い
て
心

地
よ
い
。
巻
末
の
「
神
戸
が
も
っ
と
好

き
に
な
る
61
の
キ
ー
ワ
ー
ド
」
に
は
、

「
イ
ノ
シ
シ
対
策
」
や
「
港
町
洋
食
」

な
ど
ロ
ー
カ
ル
な
豆
知
識
が
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。 

 

古
本
屋
ツ
ア
ー
・
イ
ン
・
京
阪
神 

小
山

力
也
（
本
の
雑
誌
社
） 

各
地
の
古
本
屋
を
訪
ね
る
ガ
イ
ド
ル

ポ
・
シ
リ
ー
ズ
の
最
新
作
。
関
東
在
住

の
著
者
が
、
実
際
に
関
西
ま
で
足
を
運

び
案
内
す
る
古
本
屋
は
、
実
に
二
〇
〇

店
余
に
の
ぼ
る
。
中
で
も
神
戸
は
、
昔

な
が
ら
の
店
と
新
し
い
店
が
拮
抗
し
て

い
る
印
象
と
の
こ
と
。
店
の
立
地
や
佇

ま
い
、
品
揃
え
、
価
格
の
み
な
ら
ず
、

時
に
は
店
主
の
風
貌
ま
で
、
余
す
と
こ

ろ
な
く
描
か
れ
、
読
み
物
と
し
て
も
楽

し
め
る
。
巻
末
に
は
、
古
本
屋
マ
ッ
プ

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
探
訪
―
昭
和
の
希
望
を
運

ん
だ
夢
の
乗
り
物
！ 

松
本
晋
一
（
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
社
） 

ス
キ
ー
の
ゴ
ン
ド
ラ
ま
で
を
含
め
た

一
四
五
路
線
を
収
録
し
、
神
戸
か
ら
は

須
磨
浦
、
摩
耶
な
ど
四
路
線
が
登
場
。

昭
和
三
〇
年
代
に
本
格
普
及
し
た
ロ
ー

プ
ウ
エ
イ
に
漂
う
昭
和
レ
ト
ロ
感
に
人

は
惹
き
つ
け
ら
れ
る
、
と
著
者
は
い
う
。 

空
に
浮
か
ぶ
ゴ
ン
ド
ラ
の
写
真
に
は
臨

場
感
あ
ふ
れ
る
解
説
が
添
え
ら
れ
、
他

に
絵
は
が
き
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の

画
像
も
充
実
し
て
い
る
。
眺
め
て
い
る

だ
け
で
も
旅
行
気
分
に
浸
れ
る
一
冊
。 

 癒
や
し
の
丘
で
―
兵
庫
県
立
神
出
学
園
の

不
登
校
支
援 

神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン

タ
ー
編
・
発
行 

神
戸
市
西
区
に
あ
る
兵
庫
県
立
神
出

学
園
は
、
日
本
で
は
ま
れ
な
公
立
の
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
で
、
公
立
初
の
宿
泊
型

自
立
支
援
施
設
で
あ
る
。
不
登
校
の
十

代
後
半
か
ら
二
十
代
前
半
の
若
者
た
ち

が
在
籍
す
る
。
学
校
教
育
法
の
枠
を
越

え
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
も
と
、
共

同
生
活
を
通
じ
て
仲
間
を
作
り
、
地
域

の
人
々
と
交
流
し
、
自
信
と
元
気
を
取

り
戻
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
場
で
あ
る
。

開
設
準
備
か
ら
こ
れ
ま
で
の
学
園
の
取

り
組
み
を
ま
と
め
た
一
冊
。 

           

ハ
イ
カ
ラ
神
戸
幻
視
行 

紀
行
篇
―
夢
の

名
残
り 

西
秋
生
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版

セ
ン
タ
ー
） 

『
ハ
イ
カ
ラ
神
戸
幻
視
行 

コ
ス
モ

ポ
リ
タ
ン
と
美
少
女
の
都
へ
』
の
続
編
。

神
戸
の
街
に
往
時
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
名

残
り
を
求
め
歩
く
、
神
戸
新
聞
連
載
の

エ
ッ
セ
イ
に
加
筆
し
て
刊
行
。 

一
宮
神
社
か
ら
八
宮
神
社
ま
で
の
道

行
に
垣
間
見
え
る
『
星
を
売
る
店
』

（
稲
垣
足
穂
）
の
幻
想
世
界
、
『
飾
り

窓
の
中
の
恋
人
』
（
横
溝
正
史
）
の
着

想
源
と
な
っ
た
元
町
通
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ

ン
ド
ー
、
写
真
集
『
神
戸
風
景
』
（
中

山
岩
太
）
に
写
る
「
カ
フ
ェ
パ
ウ
リ
ス

タ
」
な
ど
。 

様
々
な
作
品
か
ら
導
か
れ
る
幻
視
の

情
景
と
現
実
と
の
交
錯
の
中
に
、
神
戸

の
多
様
な
貌
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200205467&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200512674&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200203025&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200505576&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200205093&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200507305&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200198091&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200497269&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200204878&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200507402&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200041853&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200504517&type=PvolBook
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お
お
わ
だ
の
と
ま
り

宗七の功績をたたえ、昭和9年に建立された銅像は、戦争

末期金属回収で姿を消します。今は二代目の銅像が東遊園

地で大工事の跡を見守っています。神戸に住んだのは晩年

の約20年間ですが、他にも小野浜に避難港を造るなど、財

力と才覚で神戸の都市開発に尽くしました。 

参考：『草莽の湊神戸に名を刻んだ加納宗七伝』松田裕之 

（朱鳥社2014）、『ひょうご幕末維新列伝』一坂太郎 

（神戸新聞総合出版センター2008） 

そうもう 

加納宗七像 

（中央区東遊園地） 

播
磨
国
風
土
記
―
は
り
ま
１
３
０
０
年
の

源
流
を
た
ど
る 

播
磨
学
研
究
所
編
（
神

戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

「
風
土
記
」
は
奈
良
時
代
に
地
方
の

状
況
を
中
央
政
府
に
報
告
し
た
も
の
で
、

当
時
の
国
情
を
知
る
う
え
で
欠
か
せ
な

い
資
料
で
あ
る
。
播
磨
学
研
究
所
で
は

『
播
磨
国
風
土
記
』
完
成
か
ら
一
三
〇

〇
年
と
い
う
節
目
の
二
〇
一
五
年
に
、

風
土
記
を
取
り
あ
げ
た
特
別
講
座
を
開

い
た
。
ま
ず
、
現
存
す
る
五
つ
の
「
風

土
記
」
に
つ
い
て
、
各
地
域
の
研
究
者

に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

次
に
研
究
者
に
よ
り
、
歴
史
学
・
考
古

学
・
民
俗
学
な
ど
様
々
な
切
り
口
か
ら

講
義
が
行
わ
れ
た
。
本
書
は
そ
の
講
義

録
を
も
と
に
再
構
成
し
た
も
の
。 

風
土
記
を
読
み
解
け
ば
、
古
代
人
の

暮
ら
し
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。 

           

兵
庫
県
の
名
字
―
親
か
ら
子
へ
伝
え
た
い

我
が
家
の
ル
ー
ツ 

森
岡
浩
（
神
戸
新
聞

総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

名
字
に
は
、
地
域
の
歴
史
が
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
の
よ
う
に
残
っ
て
い
る
。
本

書
は
、
「
兵
庫
県
の
名
字
の
特
徴
」

「
名
字
ラ
ン
キ
ン
グ
１
～
３５０
」
「
兵
庫

県
を
代
表
す
る
名
族
・
名
家
、
珍
し
い

名
字
」
ほ
か
全
５
章
で
構
成
さ
れ
、
姓

氏
研
究
家
で
あ
る
著
者
が
、
名
字
か
ら

兵
庫
県
の
歴
史
を
読
み
解
い
て
ゆ
く
。 

大
都
市
か
ら
、
日
本
海
側
の
漁
村
や

瀬
戸
内
海
の
離
島
ま
で
幅
広
い
顔
を
持

つ
兵
庫
県
に
は
、
様
々
な
歴
史
を
背
景

と
し
た
多
様
な
名
字
が
揃
っ
て
い
る
。 

 

江
戸
時
代
の
兵
庫
津
―
特
別
展
図
録 

 

兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
編
集
・
発
行 

古
く
は
大
輪
田
泊
と
呼
ば
れ
た
兵
庫

津
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
国
際

貿
易
港
、
さ
ら
に
国
内
輸
送
の
拠
点
と

し
て
発
展
し
、
江
戸
時
代
に
は
二
万
人

が
住
む
港
湾
都
市
と
な
る
。 

特
別
展
で
は
、
神
戸
港
の
礎
と
な
っ

た
江
戸
時
代
の
兵
庫
津
に
注
目
し
、

『
瀬
戸
内
海
航
路
図
屏
風
』
、
兵
庫
津

最
古
の
絵
図
『
摂
州
八
部
郡
福
原
庄
兵

庫
津
絵
図
』
な
ど
の
絵
画
や
古
地
図
、

発
掘
調
査
の
出
土
品
か
ら
、
町
の
繁
栄

ぶ
り
や
暮
ら
し
が
紐
解
か
れ
る
。 

〓
そ
の
他
の
新
刊
〓 

MAKEOVER 
MAGIC

 
MAKEOVER 

MAGIC 

JAPAN

著
・
発
行 

グ
レ
ー
タ
ー
真
野
の
町
か
ら
―
震
災
21
年

の
報
告 

和
田
幹
司
（
友
月
書
房
） 

                         

谷
崎
潤
一
郎
―
そ
の
棲
み
家
と
女 

 

ほ
ろ

酔
い
文
学
談
義 

た
つ
み
都
志
（
幻
冬
舎

メ
デ
ィ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
） 

ひ
ょ
う
た
ん
池
物
語 

久
元
喜
造
（
神
戸

新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

              

加納 宗七 かのう・そうしち

紀州和歌山藩の御用商人の次男として生まれた加納宗七は、幕末の志士活動に

加わり、陸奥宗光とも親交がありました。慶応3年（1867）40歳で神戸に移り住

み、材木商から回船業・船宿業へと事業を拡大していきます。 

神戸開港当時、生田川は居留地の東側、現在のフラワーロードの位置にあり、

たびたび氾濫し水害を起こしました。居留地に住む外国人からの陳情により、県

は明治4年（1871）、約1キロ東にあたる布引の滝の下から小野浜までを川筋とす

る生田川の付け替え工事を行います。宗七は川を利用する水車業者との折衝など

を行い、工事に貢献しました。その後、旧生田川の土地を落札した宗七は、旧川

筋に沿って南北に幅18メートル、これに交わる幅11メートルの道路を東西に5本つ

くり、神戸の中心となる市街地を造成しました。現在の「加納町」です。 

文政10年（1827年）～ 明治20年（1887年） 

神戸  その⑨ 
あんな人こんな人 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200203360&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200504664&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200206916&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200509994&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200208339&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200518283&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200199712&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200499010&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200200368&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200501844&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200204233&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200506596&type=CtlgBook
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開
港
当
時
の
日
本
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク 

 

今
年
で
神
戸
は
開
港
一
五
〇
年
を
迎
え

ま
す
。
昨
今
は
外
国
人
の
観
光
ブ
ー
ム
で
、

神
戸
を
訪
れ
る
観
光
客
が
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。
今
で
こ
そ
、
神
戸
を
紹
介
す
る

観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
数
え
切
れ
な
い

ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
開
港
当
時
、
日
本
を

紹
介
す
る
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
そ
う

多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
、
イ
ギ
リ

ス
外
交
官
で
あ
っ
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト

ウ
が
、『A

 H
andbook for Travelers 

in C
entral and N

orthern Japan

』

を
刊
行
し
、
外
国
人
の
間
で
最
も
信
頼
で

き
る
日
本
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
、
絶

賛
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
本
は
、
単
な
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で

は
な
く
、
地
誌
や
歴
史
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
当
時
の
外

国
人
た
ち
の
日
本
学
に
関
す
る
成
果
を
結

集
し
た
も
の
で
し
た
。
執
筆
・
編
集
は

ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
で
す
が
、
そ
の
協

力
者
と
し
て
、
『
古
事
記
』
を
翻
訳
し
た

Ｂ
・
Ｈ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
や
『
日
本
書

紀
』
を
翻
訳
し
た
Ｗ
・
Ｇ
・
ア
ス
ト
ン
な

ど
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

ア
ス
ト
ン
は
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八

〇
）
か
ら
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に

か
け
て
兵
庫
・
大
阪
イ
ギ
リ
ス
領
事
代
理

を
務
め
た
人
で
す
。
『
英
国
外
交
官
便

覧
』
に
は
こ
の
期
間
、
主
に
長
崎
の
領
事

を
務
め
た
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当

館
所
蔵
の
『
英
國
領
事
よ
り
神
戸
裁
判
所

宛
通
牒
集
』、『
兵
庫
縣
廰
書
翰
』
に
よ
る

と
神
戸
で
も
勤
務
し
て
い
た
よ
う
で
す
。 

        

こ
の
よ
う
に
、
実
際
に
神
戸
で
勤
務
し

て
い
た
ア
ス
ト
ン
と
い
う
協
力
者
を
得
て

作
成
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
神
戸

並
び
に
近
郊
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。『A

 H
andbook for Travelers 

in C
entral and N

orthern Japan

』

の
翻
訳
本
で
あ
る
『
明
治
日
本
旅
行
案
内 

下
巻 

ル
ー
ト
編
Ⅱ
』
（
平
凡
社 

一
九
九

六
）
に
登
場
す
る
ル
ー
ト
３５
「
神
戸
と

そ
の
周
辺
」
で
は
、
現
在
の
神
戸
郵
船
ビ

ル
の
場
所
に
あ
っ
た
兵
庫
ホ
テ
ル
か
ら
主

な
観
光
地
ま
で
の
人
力
車
の
料
金
に
始
ま

り
、
取
り
あ
げ
ら
れ
た
地
域
は
、
須
磨
や

舞
子
・
明
石
・
有
馬
な
ど
に
及
び
ま
す
。

ま
た
、
中
に
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
建
物

な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
今
で
も
神
戸
の
観

光
地
と
し
て
著
名
な
も
の
も
多
数
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
以
下
に
そ
の
い
く
つ
か
を
紹

介
し
ま
す
。 

清
盛
塚
は
、
「
一
二
八
六
年
の
年
紀
を

も
つ
石
造
十
三
重
塔
」
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
有
馬
温
泉
の
紹
介
で
は
、
外
国
人
が

使
用
で
き
る
時
間
が
決
め
ら
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
お
土
産
に
は
当
時
輸
出
品
と
し

て
、
生
産
が
拡
大
さ
れ
て
い
た
有
馬
籠
細

工
、
見
所
と
し
て
は
、
鼓
ヶ
滝
が
あ
が
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
、
布
引
の
滝
や
麻

耶
山
天
上
寺
な
ど
の
記
載
も
み
ら
れ
ま
す
。 

 

板
宿
の
「
禅
昌
寺
」
の
紹
介
で
、
別
名

「
紅
葉
寺
」
と
書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を

見
れ
ば
、
『
摂
津
名
所
図
会
』
な
ど
が
参

照
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

諏
訪
山
で
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
行

わ
れ
た
、
金
星
の
運
行
を
観
察
し
た
内
容

な
ど
に
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
最
新
の
情

報
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
舞
子
で
は
、
「
廃
れ
か
か
っ
た

砲
台
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
洋
式
の
設
計
で

日
本
人
が
つ
く
っ
た
も
の
だ
」
と
紹
介
す

る
な
ど
、
実
際
に
現
地
を
訪
れ
た
と
思
わ

れ
る
記
述
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ア
ー

ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
の
書
簡
か
ら
も
確
認
で

き
ま
す
。
こ
の
舞
子
砲
台
は
、
二
〇
〇
三

年
～
二
〇
〇
四
年
の
発
掘
調
査
で
全
容
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
保
存
の
た
め
埋
め

戻
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
台
場
の
一
部

と
石
垣
の
一
部
が
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 
 開

港
か
ら
一
五
〇
年
が
経
っ
た
今
、
古

い
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
手
に
持
ち
な
が
ら
、

神
戸
の
昔
と
今
を
比
べ
る
旅
に
も
新
た
な

発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 
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外国人は、旅行などで自由に行動する区域が制限され

ていました。  貴重資料デジタルアーカイブズより 
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